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さてョブリ γ ト報告にはプラスケンパーを始めとするつごう十人の tコメン l








Statistischc Ursa.chenforschung， Die Statistik in Deutschlandπ"ch品remheutig四 Stand.














る.有田正三「社会統計的認識D問題と特質 プリント教授の見解について J ~彦根論叢』【滋
賀犬辛〕第43号.昭和33年5月， 26， 36-37""': ジ。
2) プリント報告に対するフヲスケンパーを拍めとする十人申コメントは. O. Boustedt， Rund-
目hau;Die 24_ Jahu!S刊rs.ammlungder Deutschen Statistischen Gesellscaft. Al. St. Ar.， Bd. 





























上の調整理論J(begriffliche Auaqual.ionstheorIe， Rundschau， S.337.)が社会


























とは別りより一般的なλ トカλ ティークの展開が必要 tあるーが支持されなく
てはならない。それは，あらゆる確率的判断を支える統一的な根拠を確立し3



























を徹底的に解明するJ (Rundschau， S. 360.) ものであり，従前から社会統計












































































































3) H. Hartwig， Nnturwissenschaftliche und sozialwissens巴haftlicheSt:=ttistik， Zeitschrift fur 
die gesamte Staatswissenschaft， Bd. 112， 1956， S5. 252-66. [以下，文中での引用では， Stati 
stik と暗記fる〕足利末男，前掲編訳書， 207 25ベ ジ。











































































































































































計学における不可知論ノJ (有田E三，前掲論文~ 60ペー シ〉とする批判がよこにでて〈る。

























6) フラスケンハ }からハルトヴィックに与えられた最初D研究テー マは， i認識論的にもj
なおかっ実務的にも極ゐて重要な確率計算，ないし確率論の社会統計学に対する役割J(P 
Flaskamper， Mathematische und nichtmathematische Statistik， Die Statistik in Deutschland 



























H 日artwig，Die stochastischen (;rundbegr(ffe der Statistik， 1942 
り これについてより詳しくは，拙稿「現代フランクフルト学派統計学の形成 フラ久ケンバ←町
原ftU-J r人文~ (京都士芋教養部〉第.'12集，昭和白年3月J 58-69之 ジ，を害照主れたい。

















































会統計学派を代表して「統計学J.理論・ 般統計学， の項を執筆しているが〈ちなみに， フラ
スケンパーに対抗し ζ』 同じく「統計学」理論・数理統計学， の主買を書いているのがミュン
ヘン大学の口 アンダー ソンである). 末尾にある参考文献のひとつに， H. Hart、vigund G 
恥1enges，Die nichtstochastischen Erkenntnisfunktionen der sOzialwissenschaftlichen Stati-
stik CP. Flaskamper， Statistik， [IIJ Theorie， (l)Allgemeine Statistik， Handworterbuch der 




9) G. Menges，旦tialitatund Adaquation-Dem Andenken an Heinrich Hartwig (1907-1981)， 
Stutistische Hefte， Jg. 22， 1981， S.148 
現代フランクフルト学派統計学白課題 (267) 47 








ジージェッグとプラスケ Yパ をフランクフノレト学派統計学の第一世代 時
期的には1920-40年代 とよべば，それに続くフラスクンパ一白身をも含み，
フヲ λケンパーの原則を受けつぎ，より一層の展開を計ろうとしたプリ γ ト，












(G. Menge:s， Atialitat und Adaquation， a.a口， S. 148.) とのζとである@ただし，ハルト
グイヅグから多くを学んだメソゲスではあるカ九ハルトグ fツグのペシミズムに同調し?り そ
れに近ずくことを極力避けていたようである。ハルトゲイツクはメンゲスが「そのベシミズムに
同意℃きないという ιとも知っ (C、fこoJ(ebenda， S.148.)。少しあとに触れるように， メシゲ
スの旺濯な研究活動を促したひとつの動機は， このハルトグィッグ白書，あるいはかげりから極
力のがれようとする中にあったと考えられる。

























11) G. Menges， Deskription u.nd Inferen-z， Moderne Aspekte der Frankfurter Schule. Al. 
St. Ar.， Bd. 60， 1976， S.293旺
12) G. Menges， Die stat凶 ischeAdaquation， Jahrbucher jur Nationalokonomie und Statistik， 
Bd. 197， 1982， SS. 289-307. 
現代フランクフルト学派統計学の課題 (269) 49 
このような融和的な統計学をJ ンゲス自ら「適応統計学」山 (Adaptive


















13) G. Meng巴5，Ad叩 liyeMu~tereIkellnung ， Statistische Hefte， Jg. 20， 1979，58.22-38. Adap 
tive Statistik-BemetkJngen uber neuere Bestrebungen in der statistischen恥1ethodoJogie.
Statistische Hefte， ]g. 21， 1981， S.199 f{， 
14) H. Strecker， G加therMenges in memoriam， Al. St. Ar.， Bd. 67， 1983， S.401 この「メ
ンケー ス学派」の理論的活動については， B. Leiner. Not白00etiality， the adaptation criterion， 
and the < inference-decision' problem， G. Menges (ed.)， Informatio71， Inference and De 
cision. 1974， pp. 63-72 を参照。 しかし，そこにはメンゲスとドイツ社会統計学， ことにフラ
シグマルト学派統計学とD関連については日とんど配I置されてい訟い。
15) G. Menges， Die Statistik-Zwolf Stationen des statistis，chen Arbeitens， 1982 なお， メン
ゲスの追悼輔文集 H.Schneeweiss and H. Strcckcr Ceds.)， Contrib叫 ionsto Econometrics 
and Statistics Today， 1985， pp. 291-307 にはメンゲス白旺盛な執筆活動の成果が目録として
まとめられている。























16) I-. Grohmann， Zur Problematik der statistuchen Tnferenz in d町 empirischenWirtsch 
aftsfor .schung， 1970 フランクフルト大学経済学社会科学部へ提出された尾大な教授資格取
得論文 (Habilila1.Iolls:;chr ift)である。
17) H. Grohmann， Statistik im Dienste vom Wirtschaftswissenschaft und Wirtschaft叩olitik-
Einige methodologische Bet了achtullgenzu ihren Zielen uml勘loglichkeiten，A江 E旨 11.，
Bd. 60， 1976， S.325 この中に， 1970年代以降の現代フランクフルト学派続三十学相理論的綱領
をみてとることができる。























18) ζの試みのひとつのあらわれJとして H.Grohmann， Statistik， AUgemeine Methodenlehre， 
Skriptum z-ur Vorlesung， Johann Wolfgang Goethe-Universitat， Frankfurt am Main， ln 
stitut fur Statistik uud Mathcrnatilt， Teil 1， 1982， Teil 2， 1984をみることができる。ただz
推測方法を扱った第三部において もちろん講語録という制約があることを割ヲIいて考えなくて
はなりないが p 数理統計学の統計的推定法とiI説杭定法がそのまま方法論に枠組みされているj
などむ少なからざる問題全残している。社会統計によるストカスティ クをも含んだ社会統計方
法論白梅或は依然としてフランクフルト学派の最重安課題である。
